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地産地消（農産物直売所）の姿
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資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 3



出典：香月敏孝他「農産物直売所の経済分析」『農林水産政策研究』第16号、2009年、pp.21-63
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資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 5



資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 6



出典：香月敏孝他「農産物直売所の経済分析」『農林水産政策研究』第16号、2009年、pp.21-63
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出典：香月敏孝他「論説 農産物直売所の経済分析」『Primaff Review』No.34、2009年、pp.16-19
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出典：香月敏孝他「論説 農産物直売所の経済分析」『Primaff Review』No.34、2009年、pp.16-19
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出典：香月敏孝他「農産物直売所の経済分析」『農林水産政策研究』第16号、2009年、pp.21-63
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戦後における社会と農業の変化

• 人口増加と都市への集中

• 農地の転用と農業生産の遠隔化

• 量販店の拡大と大産地化

• 生産・流通・販売体系の再編
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食料消費量の推移
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人口密度の変化
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1960年 1980年 2000年

資料：総務省統計局
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わが国の農地利用の推移
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産地別入荷量（トマト）
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資料：「東京都中央卸売市場年報」、「大阪市中央卸売市場年報」
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産地別入荷量（きゅうり）
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野菜の市町村供給の状況（1965年）（千t）

出荷量
市町村内
自給量

社会的
供給量

だいこん 1,210 1,100 2,310

にんじん 204 134 338

はくさい 689 597 1,286

きゃべつ 675 343 1,018

ほうれんそう 177 118 294

なす 243 308 552

とまと 362 115 477

きゅうり 425 288 713

ピーマン 34 8 42

たまねぎ 599 176 776

レタス 35 3 38
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距離とすそ野
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19参考：中嶋康博「安全管理技術が向上しても「食のリスク」は拡散する」『エコノミスト』第87巻第15号（通巻4022号）、
2009.3.17、pp.70-72



地産地消について
流通論からの理解
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出典：香月敏孝他「農産物直売所の経済分析」『農林水産政策研究』第16号、2009年、pp.21-63
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出典：中嶋康博「現代の青果物流通と「地産地消」が果たす役割」食料白書編集委員会『「地産地消」の現状と課題』
農山漁村文化協会、2006.5、pp.59-90
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出典：中嶋康博「現代の青果物流通と「地産地消」が果たす役割」食料白書編集委員会『「地産地消」の現状と課題』
農山漁村文化協会、2006.5、pp.59-90
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消費者は何を求めているのか
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食料支出と部門別にみた帰属（実質：2005年基準）

25
資料：農水省「農林漁業・食品工業を中心とした産業連関表」「食料需給表」、総務省「消費者物価指数」
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原資料：農林水産省大臣官房情報課「平成18年度 農林水産情報交流ネットワーク事
業 全国アンケート調査 地産地消に関する意識・意向調査結果」

資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 26



出典：香月敏孝他「農産物直売所の経済分析」『農林水産政策研究』第16号、2009年、pp.21-63
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原資料：農林水産省大臣官房情報課「平成18年度 農林水産情報交流ネットワーク事
業 全国アンケート調査 地産地消に関する意識・意向調査結果」

資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 28
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資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 30



資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 31



資料：農林水産省「平成19年度農産物地産地消等実態調査」
http://www.maff.go.jp/j/press/tokei/kikaku/080327.html 32



農業・農村における地産地消の意義

• 規格外商品の販売

• 小規模農家の販路確保

• 女性のエンパワーメント

• 産直組織におけるビジネスの多角化
– こだわり（有機・特栽）農産物の販売

• 情報受発信の拠点

• 農産物の多様化
– 複合農業の推進

– 地場野菜の保存

• 業務用販路の拡大
– レストランやホテルの注文 33
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